
３
月
26
日
、「
練
馬
革
新
都
区
政
を
つ
く
る
み
ん
な
の
会
」
は
、
４
月
８
日
告
示
・
15
日
投
開
票
の
練
馬
区
長
選
挙
に
、
松
村
友
昭
氏
を
擁
立
す
る
こ
と
を
発
表
し
ま
し
た
。

　

私
は
練
馬
に
生
ま
れ
、
小
・
中
・
高
を
練
馬
の
学

校
で
学
び
、
戦
後
の
民
主
教
育
を
う
け
、
日
本
国
憲

法
の
国
民
主
権
と
平
和
の
大
切
さ
を
学
び
ま
し
た
。

こ
の
教
え
を
胸
に
、
区
議
会
議
員
４
期
、
都
議
会
議

員
５
期
を
務
め
ま
し
た
。

　

今
、
安
倍
政
権
の
も
と
、
民
主
主
義
が
破
壊
さ
れ
、

生
き
づ
ら
い
現
状
を
訴
え
ら
れ
ず
、
そ
し
て
戦
争
の

足
音
が
聞
こ
え
る
中
、
区
民
の
命
と
暮
ら
し
を
守
り
、

区
民
に
寄
り
添
う
区
政
へ
の
転
換
が
必
要
だ
と
痛
感

し
て
い
ま
す
。

　

私
の
す
べ
て
の
経
験
を
注
ぎ
込
み
、
憲
法
を
全
面

的
に
生
か
す
区
政
実
現
へ
全
力
を
尽
く
す
決
意
で
す
。

松
村
友
昭
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■
日
本
国
憲
法
の
平
和
と
民
主
主
義
、
地
方
自
治
の
理
念
を
全
面
的
に
生
か
し
た
区
政
を
す
す
め

ま
す
。

・
安
倍
政
権
の
憲
法
・
民
主
主
義
破
壊
に
反
対
し
ま
す
。

・
非
核
都
市
練
馬
区
宣
言
に
も
と
づ
き
、
自
治
体
と
し
て
、
核
兵
器
禁
止
・
廃
絶
を
促
進
し
ま
す
。

・
区
民
を
主
役
と
す
る
開
か
れ
た
区
政
実
現
へ
、
徹
底
し
た
情
報
公
開
を
お
こ
な
い
ま
す
。

■
人
生
を
豊
か
に
す
ご
せ
る
練
馬
の
実
現
の
た
め
に
、
医
療
、
福
祉
の
充
実
を
は
か
り
ま
す
。

・
国
民
健
康
保
険
料
、
介
護
保
険
料
の
値
上
げ
を
く
い
と
め
、
負
担
軽
減
を
す
す
め
ま
す
。

・
特
養
ホ
ー
ム
の
増
設
で
待
機
者
を
な
く
し
ま
す
。

・
介
護
サ
ー
ビ
ス
の
取
り
上
げ
を
許
さ
ず
、
高
齢
者
の
尊
厳
と
暮
ら
し
を
守
り
ま
す
。

・
都
の
病
床
規
制
を
見
直
さ
せ
、
人
口
に
見
合
っ
た
病
院
の
増
設
を
す
す
め
、
医
療
と
介
護
の

連
携
を
強
化
し
ま
す
。

・
介
護
・
福
祉
の
現
場
で
働
く
人
た
ち
の
待
遇
改
善
を
は
か
り
ま
す
。

■
安
心
し
て
子
育
て
で
き
る
環
境
づ
く
り
と
青
少
年
の
豊
か
な
教
育
を
す
す
め
ま
す
。

・
５
歳
ま
で
預
か
る
認
可
保
育
園
の
大
増
設
で
、
保
育
の
質
を
守
り
な
が
ら
、
待
機
児
ゼ
ロ
を

　
　

実
現
し
ま
す
。

・
就
学
援
助
の
拡
充
、
子
ど
も
食
堂
へ
の
支
援
な
ど
で
、
子
ど
も
の
貧
困
を
な
く
し
ま
す
。

・
学
校
給
食
費
の
無
償
化
を
め
ざ
し
、
負
担
軽
減
を
拡
大
し
ま
す
。

・
教
員
の
抜
本
的
な
増
員
で
、
少
人
数
学
級
を
す
す
め
ま
す
。

■
区
民
の
声
に
も
と
づ
き
、
災
害
に
つ
よ
い
、
安
心
し
て
住
み
続
け
ら
れ
る
ま
ち
づ
く
り
を
す
す

め
ま
す
。

・
大
型
開
発
・
道
路
優
先
で
は
な
く
、
生
活
道
路
改
善
を
す
す
め
、｢

公
共
施
設
等
管
理
計
画
」

　
　
　

を
見
直
し
、
身
近
な
公
共
施
設
を
守
り
ま
す
。

・
区
民
の
声
を
無
視
し
た
小
中
学
校
の
統
廃
合
は
お
こ
な
い
ま
せ
ん
。

・
地
域
経
済
を
発
展
さ
せ
、
農
業
、
み
ど
り
を
守
り
、
公
契
約
条
例
の
制
定
を
は
か
り
ま
す
。

・
原
発
再
稼
働
反
対
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
拡
大
し
ま
す
。

区民に負担を強いる区政から

松
村
友
昭
の

憲
法
の
松
村

　
生
ま
れ
育
っ
た
大
泉
に
は
、
戦

争
で
〝
爆
弾
池
〞
が
い
く
つ
も
で

き
ま
し
た
。担
任
の
先
生
か
ら
、「
戦

争
を
し
な
い
大
人
に
な
っ
て
ほ
し

い
」
と
、
教
え
ら
れ
ま
し
た
。

　
区
議
の
時
、
非
核
都
市
練
馬
区

宣
言
の
起
草
に
直
接
た
ず
さ
わ
り

ま
し
た
。

　「
憲
法
を
守
り
、
暮
ら
し
に
生
か

す
政
治
」
が
、
松
村
さ
ん
の
原
点

で
す
。

命
・
医
療
を
守
る
松
村

　
松
村
さ
ん
は
、区
議
、都
議
の
時
、

一
貫
し
て
練
馬
の
医
療
過
疎
解
決

に
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。

　
都
議
時
代
に
は
、
医
療
審
議
会

委
員
と
し
て
奮
闘
し
、
４
０
０
床

の
順
天
堂
病
院
の
開
設
を
実
現
し

ま
し
た
。

　
住
民
ア
ン
ケ
ー
ト
で
寄
せ
ら
れ

た
「
餓
死
し
そ
う
だ
」
の
声
に
、

た
だ
ち
に
駆
け
つ
け
、
生
活
保
護

に
つ
な
げ
る
な
ど
、「
命
を
守
る
松

村
」
は
、
区
民
の
宝
で
す
。

くらし応援の区政にくらし応援の区政に

み
な
さ
ん
の
声
を
お
寄
せ
下
さ
い
。

お
約
束




